
第
三

百
六

十
五

回

青
葉
会

平

成

二

十

八

年

八

月

二

十

五

日

（
木
Ｖ

午

后

五

時

半

～

九

時

丸

紅

来

客

食

堂

コ

ン

チ

ェ

ル

ト

（
談

話

室
）

〈
顧

問
〉

☆

〈
選

者
〉

◎

〈
出

席

者
〉

〈
投
句
〉

〈
紙

上

選

句
〉

川

合

万

里

子

先

生

川

口

孤

舟

伊

賀

山

そ

ら

お

今

井

紀

久

男

大

林

猛

川

口

孤

舟

後
藤

保

明

小

西

弘

子

豊

田

ゆ

た

か

星

田

啓

子

宮

内

規

雄

（
投

句

の

み
）

柿

塒

忠

彦

小

早

健

介

朱

牟

田

恵

洲

土

谷

堂

哉

中

野
一

灯

古

田

昇

山

崎

亜

也

山
内

天

牛

渡
邊

盛
雄

赤

田
堅

安

部

眞

希

子

楠

田
彦

十

久

米

五

郎

太

庄

司
龍

平

高

橋

敏

郎

早

川

允

章

福

島

正

明

村

田

く

に

子

山

本

三

恵

《
互

選
句
》

七

点

☆

◎

今

朝

秋

の

風

聞

き

分

く

る

馬
の

耳

さ

り

げ

な

く

安

否

た

ず

ね

し
残

暑
か

な

六

点

☆

五
点

四
点

三
点

二

点

☆ ☆ ☆☆☆ ☆☆ ☆

黒

揚

羽

ホ
ー

ス

の

水

を

く

ぐ

り

抜
け

（

正
…

下

五
↓

「

飛

び

縄

に
」

で

は

？
）

語

り

部

の

母

の

絶

筆

原

爆

忌

か

み

し
め

る

戦

な

き

日

々

終

戦

日

極

上

の

ジ

ャ

ズ

・

冷

酒

（
ひ
や
》

に

酔

ひ

家

遠

し

（

☆

…

中

七

↓

「

ジ

ャ

ズ

に

冷

酒

（
ひ
や
ざ

け
）

」

Ｖ

炎

天

の

道

路

に

猫

も

忍

び

足

（

☆
↓

「

炎

昼

の

舗

装

路

猫

も

忍

び

足
」

）

水

槽

に

布

目
た

し

か

な

新

豆

腐

広

島

忌
黙

祷

画

面

の

市

民

ら

と

（

☆
↓

「

黙

祷

や

画

面

の

市

民

と

広

島

忌
」

）

西

瓜

割

り
白

寿

に

集

ふ

孫

曽

孫

稲

妻

が

転

げ

る

縁

側

山

の

宿

（
☆

↓

「

稲

妻

の

転

（
ま
ろ
ｖ

ぶ

縁

側

幽

の

宿
」

）

☆
◎

連

れ

添

う

て
三

十
三

年

遠

花

火

☆

退

院

の

日
や

凌

宥

の

花

盛

り

（
☆

↓

「

凌

審

の

花

盛

り

な

り

退

院

日
」

）

☆

洒

落

の

め

す

廓

噺

や

夏

芝

居

（
鶴

瓶

の

新

作

落

語

を

歌

舞

伎

に
）

◎

象

徴

へ

の

深

き

御
心

敗

戦

日

瀧

飛

沫

風

の

化

身

と

な

り

に

け

り

淋

代

（
さ
び
し

ろ
）

の

初

秋

の

渚

虚

貝

（
う
つ
せ

が
い
）

岬

鼻

（
さ
き
ば
な
）

の

砲

台

跡

や

雁

渡

し

☆

受

話

器

越

し

つ
く

つ

く
ぼ

う

し

鳴

い

て

を

り

（
☆

↓

「
受

話

器

か

ら

つ

く

つ

く

ぼ

ふ

し

の

声

こ

ぼ

れ
」

）

☆

今

朝

の

秋

タ

オ

ル

ケ

ッ

ト

を

掻

き

上

げ

る

盆

僧

の

ア

ウ

デ
ィ

忙

し

く
去

り

に

け

り

☆
◎

デ

ッ

キ

へ

と

出

て

南

湊

の

星

月

夜

☆

夕

立

ち

や

日

向

の

匂

ひ

残

す

ま
」

（
☆

…

下

五

↓

「
残

る

ま

ま
」

）

打

ち

水

や

日

向

の

匂

ひ

子

等

の

声

☆

仏

に

も

休

日

あ

り

や

茄

子

の

馬

（
☆

↓

「
休

日

か

仏

迎

へ

る

茄

子

の

馬
」

）

に

わ

か

雨

し

ば

し

途

絶

え

し

蝉

し

ぐ

れ

一

灯
盛
雄

そ

ら

お

ゆ

た

か

全
紀
久

男

　 　 　

眞 堅 そ

万 紀 万
■ ● ■

保 彦 孤

ゆ 五 彦

允 弘 五

正 龍 啓）

く 三
） ）

　 　 　

そ 堅 眞

猛 万 そ

万 敏 万

正 允 彦

啓 啓 弘）

く 允） ）

啓

子

（

眞

・

猛

・

万

・

彦

・

保
）

恵 孤
洲 舟

　 　

眞 万

万 五

彦 ゆ

敏 三） ）

啓 堂
子 哉

　 　

眞 そ

猛 万

万 ゆ

弘 く） ）

螺
葺芳

万 孤

允 保
● ■

く 弘） ）

紀

久

男

（

万

・

啓

・

く
）

孤 忠保
全 全

舟 彦明肇 磯 全
　 　 　 　 　

万 允 紀 猛 堅

彦 正 ゆ 五 紀

啓 三 三 龍 孤） ） ） ） ）

　 　 　 　

万 万 龍 紀

五 孤 允 万

龍 弘 啓 龍） ） ） ）

全

（

保

・

龍

・

ゆ
）

盛

雄

（

万

・

五

・

敏
）

そ

ら

お

（

堅

・

保
）

、



☆ ☆☆◎☆

一

点

☆

、

◎☆◎☆ ＠☆

よ

ろ

け

る

も

孫

に

は

負

け

ぬ

泳

ぎ

か

な

盆

僧

の

妻

は

碧

眼

愛

想

よ

く

会

話

な

き

停

と

ほ

ぐ

る

る

冷

酒

｛
ひ
や
）

の

酔

零

戦

の

散

り

し

世

に

ま

た

夏

の

雲

村

へ

入

る

橋

へ

ひ

ま

は

り
立

ち

蚊

ぶ

（

☆

…

「

橋

へ
」

↓

「

橋

に
」

、

「

拉

ぶ
」

↓

「

拉

び
」

）

浜

駆

く

る

ラ

イ

フ

セ
ー

バ
ー

雲

の

峰

天

高

く

金

色

映

え

て
葱

坊

主

（

モ

ス

ク

ワ

に

て
。

ク

レ

ム

リ

ン

の

建

築

群
）

孫

捕

り

し

珍

種

カ

ミ
キ

リ

爺

狂

喜

朝

顔

の

出

来

栄

え

誉

め

て
通

り
越

す

（

☆

↓

「

朝

顔

の

出

来

栄

え

を

褒

め

通

り

越

し
」

）

み
ん

み

ん

の

声

の

導

く

蝉

し
ぐ

れ

（

☆

↓

「

蝉

時

雨

み

ん

み

ん

の

声

に

導

か

れ
」

）

卓

上

に

白

百

合

か

ざ

り

読

書

か

な

炎

昼

や

町

に

轟

く

ド

リ

ル

音

と

こ

ろ

て

ん

讃

岐

八

十

場

（
や
そ
ば
ｖ

の

清

水

育

ち

ネ

ク

タ

イ

を

外

し

初

秋

の

風

を

亨

け

大

文

字

燃
え

る

夜

空

へ

手

を

合

わ

せ

竿

灯

の

選

に

漏

れ

た

か

子

ら

涙

八

月

な

り

陛

下

の

お

言

葉

せ

つ
せ

つ

と

恥

じ

ら

い

か

月

は

裏

側

な

ぜ

見

せ

ぬ

ふ

つ
ふ

つ
と

元

気

を

得

た

り

夏

五

輪

パ

ン

ツ

干
す

竿

や

朝

顔

か

ら

み

咲

き

赤

道

を

越

え

て

た

ゆ

た

ふ

天

の

川

子

等

遊

ぶ

た

ら

い

の

中

の

β

向

水

ほ

の

か

な

る

ウ
オ

ト

カ

の

苦

味

秋

立

て

り

つ

ぎ

つ

ぎ

と

白

玉

五

つ

汁

粉

食

ふ

紀
久
男

全全
忠
彦

弘
子

　 　 　 　 　
紀 堅 そ 万 猛

万 そ 猛 敏 万） ） ） ） ）

一

灯

（

孤

・

三
）

亜

也

（

紀

・

敏
）

天

牛

（

弘

・

正
）

盛

雄

（

万

・

正
）

そ

ら

お

（
万
Ｖ

全全猛
孤
舟

保

明
全

弘
子

健
介

ゆ
た

か

全昇
啓
子

亜
也

天
牛

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

万 ゆ 万 孤 保 敏 孤 堅 三 万 く 紀 孤 正） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ）

●

次
回

青

葉

会
九

月

二

十

一

日

（
木
）

午

后

六

時

か

ら

八

時

半

文

京

区

民

セ

ン

タ
ー

３

の

Ｂ

室

、

▲

当

季

雑

詠

五

句

投

句

二

句

十

月

二

十

七

日

（
木
Ｖ

午

后

六

時

か

ら

八

時

半

文

京

シ
ビ

ッ

ク

セ

ン

タ
ー

５

階

Ｄ

会

議

室

※

会

議

室

で

は

飲

酒

は

出

来

ま

せ

ん

の

で

ご

了

解

下

さ

い
。

京

区

民

セ

ン

タ
ｉ

文

京

区

本

郷

四

－

十

五

－

十

四

文

ビ

ッ

ク

セ

ン

タ

ｉ

文

京

区

春

日

一

１

十
六

１
二

十
一

４盤

一
難ｉ・ 酒 醸

１ センター

・ぐ 騰

◎
ヤ
奄

・

「レ
◎

り
鱒 ロ 騨 昌 口劇 圏 日 廟 隅 磨 曝 陰■ ■ 「Ｆ ロ 廟 層 質 ●■

、
塾

１ 　穐
ｌ ｌ

暫 典 １
ノ 塾
’ 棘 ド繭ムホテル 亀
♂ １
専 ６

糊り ／ 、
９ ９

以

上

文

責

紀

久

男



平
成

二

十

八

年

八

月

句

会

報

建

替

前

の

丸

紅
ビ

ル

で

の

最

後

の

句

会

に

数

年

ぶ

り

の

規

雄

さ

ん

が

現

れ
、

出

席

９

名
。

投

句

も

９

名
。

孤

舟

さ

ん

一

持

参

の

「
俳

句

界
」

９

月

号

（
特

集

「
さ

ら

ば

『
萬

緑
』

…

万

里

子

先

生

の

作

品

も
）

、

「
爽

樹
」

９

月

号

（
５

周

年

祝

賀

会

で

の

川

口

代

表

挨

拶

文

や

来

賓

の

ス

ナ
ッ

プ

等
）

、

弘

子

さ

ん

か

ら

の

文

京

区

観

光

案

内
パ

ン

フ
、

シ

ビ
ッ

ク

セ

ン

タ

ー

パ

ン

フ
、

句

会

場

地

図

等

を

回

覧

し

乍

ら
、

弘

子

さ

ん

寄

贈

の

チ

ョ

コ

ナ

ッ

ツ
、

啓

子

さ

ん

の

「

霧

島
」

、

孤

舟

さ

ん

の

「

雪

中

梅
」

、

小

生

の

純

吟

「

越

乃

寒

梅

〈

漉

（
さ
い
）

〉
」

（

「

一

章
」

の

熊

谷

國

男

さ

ん

よ

り
）

、

「

八

海

山

〈
雪

室

〉
三

年

貯

蔵
」

を

賞

味

し

つ

つ

開

始
。

御

覧

の

よ

う

に

一

灯

さ

ん
、

盛

雄

さ

ん
、

ゆ

た

か

さ

ん
、

そ

ら

お

さ

ん

が

好

成

績

で

し

た
。

話

題

は

（
一
）

リ

オ

オ

リ

ン

ピ
ッ

ク

（
水

泳
、

男

子

体

操
、

４

０

０

Ｍ

リ

レ
ー

等
）

（
二
）

社

友

会

ビ

ア
パ

ー

テ
ィ

（
社

長

挨

拶
、

正

明

さ

ん

が

元

気

そ

う

に

し

て

お

ら

れ

た

こ

と

等
）

（
三
）

サ

ラ

リ
ー

マ

ン

川

柳

（
弘

子

さ

ん

が

「
俳

句

好

き

遺

言

状

も

五

七

五
｝

を

気

に

入
っ

た

こ

と

等
）

等

々
。

帝

国

ホ

テ

ル

側

か

ら

シ
エ

フ

の

サ
ー

ビ

ス

（
鶏

肉

の

揚

げ

た

も

の
）

や

ス

タ
ッ

フ

の

皆

様

か

ら

お

別

れ

の

挨

拶

（
天

野

嬢

か

ら

欠

席

さ

れ

た

天

牛

さ

ん

へ

（
Ｔ

Ｅ

」
）

も
あ

り

盛

会

で

し

た
。

句

会

終

了

し

て

か

ら

（
一
）

先

生

か

ら

の

選

評

一

筆

箋

（
二
）

正

明

さ

ん

か

ら

の

選

句

ハ

ガ

キ

（
三
）

恵

洲

さ

ん
、

亜

也

さ

ん

ら

投

句

者

か

ら

の

手

紙

・

Ｆ

Ａ

Ｘ

等

（
四
）

天

牛

さ

ん

の

お

孫

さ

ん

作

・

演

出

の

「
歌

舞

伎

女

子

大

学
」

チ

ラ

シ

（
五
）

７

月

１

２

日
亡

く

な
っ

た

大

橋

巨

泉

の

俳

句

（
７

月

２

１

日

東

京

新

聞

の

コ

ラ

ム

掲

載
）

を

回

覧

し

て

解

散

し

ま

し

た
。

（

「
浴

衣

着

て

い

く

さ

の

記

憶

う

す

る

る

か
」

早

大

俳

句

研

究

会

時

代

の

句
）

●

二

関
係
者
近

詠

秘

苑

花

下

最

後

の

王

妃

の

さ

き

く

ま

せ

萬

緑

を

描

き

つ

つ

色

の

数

ふ

ゆ

る

へ

火

酒

そ

そ

ぎ

騨
ぜ

る

氷

や

草

田

男

忌

年

借

し

み

父

の

聖

書

の

文

語

議

む

安

息

日

籠

の

小

鳥

へ

小

鳥

来

て

初

つ

ば

め

紐

き

り

き

り

と

畝

作

り

母

の

も

の

洗

ひ

に

通

ふ

初

桜

泉

湧

く

ほ

と

り

や

切

に

羽
つ

く

ろ

ふ

灯

の

消

え

て
よ

り

大

い

な

る

十

夜

寺

黒

牛

は

黒

を

深

め

て

牧

閉

す

福

嶋

延

子

（

丸

紅

俳

句

部

Ｏ

Ｂ
）

（

萬

緑

幹

部
）

１

「

俳

句

界
」

１

９

月

号

鱈

飛

び

て

時

化

の

気

配

や

ボ

ス

フ
オ

ラ

ス

柘

榴

割

れ

本

音

露

（
あ
ら
は
）

る

国

境

大

西

日

捕

虜

が

行

進

せ

し

通

（
と
お
り
）

秋

の

旅

答

え

を

出

さ

ぬ

ス

フ
ィ

ン

ク

ス

鬼

お

こ

ぜ

己

も

傷

つ

く

正

義

漢

麻

痺

の

あ

る

世

界

実

像

熱

帯

夜

－

「

稲

毛

句

会
」

８

月

海

老

蔵

夫

人

麻

央

さ

ん

の

快

癒

祈

願

夏

襟

の

成

田
屋

贔

贋

祈

り

を

り

（
☆

↓

「

成

田

屋

を

贔

贋

の

夏

襟

深

祈

り
」

）

万

里

子

全全全

福
嶋

延
子

全全全全全 全 全 全 全 正
明

紀

久
男

蜜

豆

も

あ

り

て

学

食

華

げ

る

ー

「

Ｎ

Ｈ

Ｋ

ラ

ジ

オ
」

６

月

放

送

蝉

時

雨

と

ふ

閑

け

さ

の

極

み

か

な

待

ち

兼

ね

し

京

の

便

り

の

鰹

料

理

図

書

館

を

出

れ

ば

ざ

ん

ざ

ん

蝉

時

雨

小

便

無

用

の

鳥

居

槌

せ

ゐ

て

西

同

中

舌

で

喘

ぐ

犬

を

真

似

た

き

暑

さ

か

な

麦

茶

勧

む

宅

配

便

の

青

年

に

の

ど

仏

あ

り

げ

な

女

史

の
大

ジ

ヨ

ッ

キ

ー

「

大

鉄

会
」

８

月

す

め

ら

ぎ

の

お

気

持

確

と

初

嵐

金

な

ら

ぬ

銅

の

尊

さ

涼

新

た

曽

遊

の

曾

根

崎

訪

ふ

や

初

嵐

１

「

き

さ

ら

ぎ

句

会
」

８

月

秋

暑

し

油

の

浮

か

ぶ

運

河
か

な

山

暮

れ

て

幽

か

な

蕎

麦

の

花

明

り

新

涼

や

求

め

し
ペ

ン

の

書

き

心

地

岡

半

で

土

用

の

す

き

焼

つ

つ

き

け

り

内

村

は

神

だ

と

言

け

る

夏

五

輪

恵
洲

西

村

和

子

選

全 全 全 恵 全 全 允
洲 章

８

盛
雄

健

介

紀
久
男

全 天 全 全 允
牛 章

三

「
俳

句

界
」

８

月

号

掲

載

高

橋

睦

郎

５

０

句

よ

り

小

生

好

み

５

句

紹

介

し

ま

す
。

悼

蜷
川
幸
雄

荒

使

ひ

せ

し

目

や

聲

や

青

奈

落

福
島

梅

雨

深

し

除

染

汚

染

を

繰

返

し

平

成

二

十

八

年
九

月

八

日

こ

の

磯

も

あ

の

洞

ラ

も

笑

け

沖

縄

忌

妖

し

さ

や

水

照

り

の

の

ぼ

る

藤

の

房

活

字

て

ふ

文

化

滅

び

ん

夜

の

秋

紀
久
男
記


